
（
六
一
四
頁
）
と
カ
ッ
パ
し
た
。
即
ち
過
去
世
の
誹
誇
正
法
の
罪
意

識
は
つ
よ
い
が
、
現
世
の
道
徳
的
罪
意
識
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
で
は

世
間
的
道
徳
に
対
し
て
ど
う
か
と
い
う
と
例
え
ば
波
木
井
三
郎
に

「
貴
辺
は
武
士
の
家
の
仁
昼
夜
殺
生
の
悪
人
」
（
七
四
九
頁
）
と
決

し
て
否
定
し
て
い
な
い
。

文
永
十
一
年
、
日
蓮
五
三
才
の
時
ゆ
る
さ
れ
て
鎌
倉
に
か
え
り
つ

い
で
身
延
に
か
く
れ
た
。
身
延
は
地
頭
が
信
者
で
あ
り
、
鎌
倉
Ｉ
佐

渡
と
ち
が
っ
て
生
命
の
危
険
は
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
佐
渡
期
の

よ
う
な
「
我
身
法
華
経
の
行
者
に
あ
ら
ざ
る
か
」
と
い
う
絶
対
絶
命

の
叫
び
は
な
い
。
身
延
期
九
ヵ
年
の
御
書
は
量
と
し
て
は
そ
れ
以
前

よ
り
も
多
い
の
に
、
ふ
し
ぎ
に
日
蓮
自
身
の
罪
に
つ
い
て
言
及
し
た

も
の
は
少
い
。

あ
る
時
は
「
一
閻
浮
提
第
一
の
聖
人
」
（
八
四
三
・
九
六
五
頁
）

と
云
い
、
「
日
蓮
は
日
本
国
の
人
々
の
父
母
・
主
君
・
明
師
」
（
九

九
六
・
一
○
一
八
・
一
三
三
一
頁
）
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
釈
迦

仏
の
御
使
」
と
し
て
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
逆
に
言
え
ば
「
日

蓮
は
無
戒
の
比
丘
」
（
一
二
○
・
二
六
五
・
一
八
五
四
頁
）
「
天

下
第
一
の
僻
人
」
（
一
三
○
八
頁
）
、
「
日
蓮
は
凡
夫
」
（
一
六
○

九
頁
）
と
の
謙
虚
さ
も
あ
っ
た
。
そ
の
謙
虚
さ
の
中
か
ら
「
世
間
の

失
一
分
も
な
し
」
と
倣
慢
に
も
象
え
る
断
言
は
法
華
信
仰
を
絶
対
と

し
、
法
師
品
の
仏
使
の
自
覚
か
ら
で
あ
っ
た
。

世
間
の
失
一
分
も
な
し
と
言
っ
た
日
蓮
が
そ
の
反
面
、
師
親
追
慕
、

夫
婦
相
愛
、
報
恩
感
謝
、
餓
悔
、
罪
障
消
滅
等
の
徳
目
を
強
調
し
て

い
る
の
も
身
延
期
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
（
こ
れ
は
鎌
倉
、
佐
渡
期
は

法
難
迫
害
の
連
統
の
た
め
説
く
閑
が
な
か
っ
た
）

と
も
か
く
も
親
駕
上
人
は
道
徳
的
罪
意
識
の
強
い
の
に
対
し
、
日

蓮
聖
人
は
深
い
内
省
の
も
と
誹
誇
正
法
と
い
う
宗
教
的
罪
意
識
を
強

調
さ
れ
た
。
こ
の
様
に
み
て
く
る
と
、
罪
の
概
念
は
違
う
が
、
深
い

罪
意
識
の
も
と
内
省
の
生
涯
を
お
く
ら
れ
た
思
想
家
が
過
去
の
日
本

に
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

〔
註
〕①

十
七
条
憲
法
第
十
条
「
共
足
凡
夫
耳
」

②
正
像
末
和
讃
。
愚
禿
悲
歎
。

「
無
漸
無
槐
の
こ
の
身
」
「
小
慈
小
悲
も
な
き
身
」
「
蛇
蝿
好
詐
の

心
」
「
好
詐
も
も
は
し
身
」
と
自
ら
の
罪
業
深
重
を
な
げ
い
た
。

（
こ
れ
は
要
約
で
説
明
不
十
分
で
あ
る
が
、
千
葉
敬
愛
経
済
大
学

「
現
代
科
学
論
投
」
に
全
文
を
掲
絞
す
。
）

「
妙
正
物
語
」
に
つ
い
て
は
、
仮
名
草
子
の
ジ
ャ
ン
ル
に
於
て
略

妙
正
物
語
に
つ
い
て

岡

田
栄
照
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述
的
説
明
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
藤
井
学
氏
が
岡
山
史

学
九
号
に
履
名
草
紙
と
法
藷
宗
ｌ
妙
正
物
語
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
こ
の
物
語
の
梗
概
へ
数
種
の
版
本
、
登
場
人
物
、
成
立
事
情
、

史
的
背
景
、
思
想
内
容
に
つ
い
て
分
析
考
証
さ
れ
、
さ
ら
に
思
想
大

系
五
七
に
於
て
そ
の
全
文
は
収
録
さ
れ
註
釈
解
説
さ
れ
る
に
及
び
広

く
江
湖
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
は
藤
井
氏
の
論
及
さ
れ
な

か
っ
た
点
に
つ
い
て
若
干
の
問
題
を
提
起
し
て
み
よ
う
。

伝
教
大
師
の
い
は
く
「
浅
は
、
や
す
く
、
ふ
か
き
は
か
た
し
と

は
、
釈
迦
の
し
よ
は
ん
な
り
。
あ
さ
き
を
さ
っ
て
ふ
か
き
に
つ
く

は
、
丈
夫
の
こ
こ
ろ
な
り
。
幼
稚
の
者
の
た
め
に
、
金
銀
珠
玉
を

さ
し
を
き
て
、
竹
馬
草
鶏
を
あ
た
ふ
。
ま
っ
た
く
父
母
の
本
意
に

あ
ら
ず
。
し
ば
ら
く
養
育
方
便
の
為
な
り
」
と
釈
し
給
ふ
。

こ
の
出
典
は
秀
句
下
（
伝
全
三
・
二
七
三
・
浅
易
深
難
釈
迦
所
判
去

浅
就
深
丈
夫
之
心
也
）
で
あ
り
、
日
蓮
遺
文
に
於
て
は
三
種
教
相
、

秀
句
十
勝
紗
、
釈
迦
一
代
五
時
継
図
、
法
華
大
綱
紗
に
引
用
さ
れ
る
。

法
華
大
綱
妙
に
限
り
「
さ
れ
ば
伝
教
大
師
秀
句
褒
美
前
代
政
道
成
段

当
時
成
敗
依
恋
爾
前
諸
経
可
成
今
経
怨
敵
幼
稚
の
者
の
為
に
は
閣
金

銀
珠
玉
与
竹
馬
草
鶏
全
非
父
母
本
意
且
為
養
育
方
便
也
」
と
い
う
章

節
が
象
と
め
ら
れ
る
が
秀
句
に
こ
の
章
節
を
検
出
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

止
観
五
云
、
「
若
此
度
此
国
に
お
ゐ
て
、
妙
法
を
信
ぜ
ず
ん
ば
、

い
づ
れ
の
国
、
い
つ
の
生
に
お
ゐ
て
、
此
経
典
に
あ
わ
ん
や
」
と

あ
り
。

と
あ
る
が
、
止
観
五
乃
至
全
巻
を
通
じ
て
こ
の
章
句
を
み
と
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

さ
れ
ば
伝
教
大
師
、
守
護
章
に
い
は
く
、
「
師
は
針
の
ご
と
く
、

弟
子
と
旦
那
糸
の
ご
と
し
。
師
お
つ
れ
ば
、
弟
子
お
つ
。
弟
子
お

つ
れ
ば
旦
那
又
お
つ
」
と
な
り
。

こ
の
出
典
は
．
切
学
人
不
可
信
受
所
以
者
何
其
師
所
堕
弟
子
亦
堕

棚
那
亦
堕
金
口
明
説
呼
呼
不
可
不
慎
哉
」
（
伝
全
二
・
三
六
四
、
三

六
五
）
で
あ
る
が
、
針
と
糸
の
比
喰
は
み
え
な
い
。

日
蓮
遺
文
に
於
て
は
曾
谷
二
郎
入
道
殿
御
報
、
身
延
山
御
書
、
一

代
五
時
図
に
引
用
せ
ら
れ
、
金
網
集
（
浄
土
宗
見
聞
集
下
・
法
華
経

之
事
）
に
み
ら
れ
る
。

藤
井
氏
は
「
こ
の
物
語
成
立
の
上
限
は
、
日
典
妙
覚
寺
住
持
就
任

の
永
禄
九
年
と
思
わ
れ
、
ま
た
そ
の
下
限
は
、
日
紹
が
妙
覚
寺
門
流

に
対
し
決
定
的
対
立
態
度
を
と
る
慶
長
四
年
と
推
考
さ
れ
よ
う
…
」

と
推
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
点
に
関
し
私
見
を
加
え
て
み
る
。
主
人
公

妙
正
（
寺
西
新
之
亟
正
成
）
の
改
宗
は
そ
の
子
善
九
郎
臨
終
の
際
に

蓮
昌
寺
日
紹
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
・
日
紹
は
善
九
郎
受
法
の
師
日
典
に

つ
い
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
日
紹
は
教
蔵
日
生
が
蓮
昌
寺

か
ら
・
本
寺
へ
晋
山
し
た
天
正
十
五
年
に
日
生
の
後
住
と
し
て
蓮
昌
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寺
の
法
灯
を
継
承
し
、
文
禄
二
年
妙
顕
寺
へ
晋
山
す
る
ま
で
蓮
昌
寺

に
在
住
し
て
い
る
。
こ
の
物
語
は
談
義
本
の
一
種
と
し
て
、
妙
覚
寺

門
流
の
教
義
を
広
宣
流
布
す
る
こ
と
を
目
的
意
識
と
し
て
成
立
し
た

。
○

も
の
と
考
え
ら
れ
る
内
容
（
但
楽
受
持
大
乗
経
典
、
乃
至
不
受
余
経

一
偶
の
強
調
）
、
文
禄
四
年
の
日
紹
の
動
向
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
備
前
法
華
の
実
態
に
あ
か
る
い
僧
侶
の
誰
か
を
原

作
者
と
し
て
考
え
得
る
可
能
性
か
ら
類
推
し
て
、
成
立
の
下
限
を
文

禄
二
年
頃
と
す
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

主
人
公
の
出
身
地
「
備
前
の
中
村
」
を
現
在
の
山
陽
町
西
仲
（
通

称
中
村
）
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
確
証
は
な
く
、
ま
た

備
前
に
中
村
と
称
せ
ら
れ
る
地
名
は
十
数
ヶ
所
存
在
す
る
の
で
あ
っ

て
、
ま
た
歴
史
的
事
実
か
ら
物
語
が
創
作
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
故

●
●

に
推
定
す
る
作
業
自
体
が
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
主
人
公
の
寺
西
正

●

成
、
正
行
に
し
て
も
、
西
方
浄
土
信
仰
と
楠
公
父
子
の
説
話
を
加
味

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
寺
西
氏
の
存
在
を
実
証
し

よ
う
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

○

．

妙
正
は
正
直
捨
方
便
、
妙
善
は
後
生
善
処
に
由
来
す
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
主
人
公
父
子
の
実
在
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
虚
構
に
於

け
る
技
法
の
一
手
段
と
解
す
る
の
が
至
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

主
人
公
妙
正
父
子
の
忌
日
を
父
を
九
月
十
八
日
と
し
、
子
を
八
月

十
八
日
と
す
る
こ
と
は
、
消
極
的
な
が
ら
観
音
信
仰
を
包
摂
し
て
い

る
こ
と
が
察
知
せ
ら
れ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
「
選
集
抄
巻
七
第

七
下
野
国
刀
弥
川
無
相
房
事
」
に
ぷ
ら
れ
る
説
話
が
参
考
に
な
る
。

「
堺
の
薬
王
寺
の
住
持
日
り
や
う
と
申
聖
人
」
に
つ
い
て
考
え
て

承
る
と
刊
本
に
よ
っ
て
は
日
梁
と
あ
り
堺
の
経
王
寺
の
薬
草
院
日
梁

（
天
正
十
年
六
月
十
一
日
寂
）
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
確

証
は
な
い
。

謡
曲
・
狂
言
・
道
行
文
か
ら
の
借
用
は
極
め
て
巧
妙
で
あ
り
例
が

多
く
、
「
鳥
羽
に
恋
塚
、
秋
の
山
…
」
は
仮
名
草
子
恨
の
介
上
に

「
鳥
羽
の
恋
塚
、
秋
の
山
」
と
同
じ
で
あ
り
、
人
口
に
よ
く
贈
灸
し

た
名
文
句
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当

日
配
布
の
五
枚
の
詳
細
な
資
料
に
よ
っ
て
大
体
そ
の
全
貌
を
把
握
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

旧
訳
「
諸
法
の
実
相
と
は
所
謂
諸
法
如
是
相
如
是
性
如
是
体
如
是

力
如
是
作
如
是
因
如
是
縁
如
是
果
如
是
報
如
是
本
末
究
寛
等
」

新
訳
「
諸
法
は
何
ぞ
や
云
何
ん
ぞ
や
何
の
如
き
や
如
何
な
る
相
あ

方
便
品
十
如
是
に
っ

浦

い
て上

芳
武
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